
JP 2009-136445 A 2009.6.25

10

(57)【要約】
【課題】走査領域の全体を表す画像データを生成しつつ
、走査領域に含まれる所望の領域を表す画像データのリ
アルタイム性を向上させることが可能な超音波診断装置
を提供する。
【解決手段】送受信部３はスキャン制御部９１の制御の
下、トリガ信号を受ける度に異なるサブボリュームを超
音波で走査することで、個々のサブボリュームごとに、
取得された時相がそれぞれ異なる複数のデータを取得し
、所望のサブボリュームの走査の指示を受けた場合には
、その所望のサブボリュームを継続して走査することで
、所望のサブボリュームについて、取得された時相がそ
れぞれ異なる複数のデータを取得する。画像処理部６は
、互いに異なるサブボリュームを走査することで取得さ
れたデータであって、同じ時相に取得された各サブボリ
ュームにおけるデータを結合し、その結合したデータに
基づいて超音波画像データを生成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３次元の走査領域を複数の個別領域に分け、心電波形に基づいたトリガ信号を受けるた
びに異なる個別領域を超音波で走査し、次のトリガ信号を受けるまで同じ個別領域を走査
することで、個々の個別領域ごとに１心拍中における時相がそれぞれ異なる複数のデータ
を取得し、前記複数の個別領域のうち所望の個別領域の走査の指示を受けた場合には、前
記所望の個別領域を継続して走査することで、前記所望の個別領域について、１心拍中に
おける時相がそれぞれ異なる複数のデータを取得するスキャン手段と、
　互いに異なる個別領域を走査することで取得されたデータであって、前記複数のデータ
のうち同じ時相に取得された各個別領域におけるデータを結合して、前記３次元の走査領
域を表す超音波画像データを生成する画像処理手段と、
　前記生成された超音波画像データに基づく超音波画像を表示手段に表示させる表示制御
手段と、
　を有することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記画像処理手段は、前記個々の個別領域について取得されたデータを記憶し、前記所
望の個別領域におけるデータについては、前記スキャン手段によって取得される度に更新
し、前記複数の個別領域のうち前記所望の個別領域以外の個別領域におけるデータについ
ては、前記記憶したデータのうち直近のトリガ信号に応じて取得されたデータを用いて、
同じ時相に取得された前記各個別領域におけるデータを結合して前記超音波画像データを
生成することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記スキャン手段は、予め設定された所定時間の間、前記所望の個別領域のみを継続し
て走査し、前記所定時間が経過した後、前記複数の個別領域のそれぞれを順番に超音波で
走査することを特徴とする請求項１又は請求項２のいずれかに記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記スキャン手段は、前記所望の個別領域を継続して走査しているときに、所望のタイ
ミングで、前記複数の個別領域のそれぞれを順番に超音波で走査することで、前記個々の
個別領域ごとに１心拍中における時相がそれぞれ異なる複数のデータを取得し、その後、
前記所望の個別領域を継続して走査することで、前記所望の個別領域について、１心拍中
における時相がそれぞれ異なる複数のデータを取得し、
　前記画像処理手段は、前記所望の個別領域におけるデータについては、前記スキャン手
段によって取得される度に更新し、前記複数の個別領域のうち前記所望の個別領域以外の
個別領域におけるデータについては、前記所望のタイミングに応じた走査によって取得さ
れたデータを用いて、同じ時相に取得された前記各個別領域におけるデータを結合して前
記超音波画像データを生成することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　コンピュータに、
　３次元の走査領域を複数の個別領域に分け、心電波形に基づいたトリガ信号を受けるた
びに異なる個別領域をスキャン手段に走査させ、次のトリガ信号を受けるまで同じ個別領
域を前記スキャン手段に走査させることで、個々の個別領域ごとに１心拍中における時相
がそれぞれ異なる複数のデータを取得し、前記複数の個別領域のうち所望の個別領域の走
査の指示を受けた場合には、前記所望の個別領域を継続して前記スキャン手段に走査させ
ることで、前記所望の個別領域について、１心拍中における時相がそれぞれ異なる複数の
データを取得するスキャン制御機能と、
　互いに異なる個別領域を走査することで取得されたデータであって、前記複数のデータ
のうち同じ時相に取得された各個別領域のデータを結合して、前記３次元の走査領域を表
す超音波画像データを生成する画像処理機能と、
　前記生成された超音波画像データに基づく超音波画像を表示装置に表示させる表示制御
機能と、
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　を実行させることを特徴とする超音波画像取得プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、３次元の領域を超音波で走査する超音波診断装置に関する。また、超音波
診断装置による超音波の走査を制御することで、超音波画像を取得する超音波画像取得プ
ログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波振動子が２次元的に配置された２次元アレイプローブを用いることで、３次元の
領域を超音波で走査し、その走査によってボリュームデータを取得することができる。そ
のボリュームデータにボリュームレンダリングを施すことにより、被検体内の組織を立体
的に表す３次元画像データを生成することができる。また、ボリュームデータにＭＰＲ処
理（Ｍｕｌｔｉ　Ｐｌａｎｎａｒ　Ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ）を施すことにより、
ボリュームデータを任意の断面で切断し、その切断面における組織の画像データ（ＭＰＲ
画像データ）を生成することができる。
【０００３】
　例えば、心筋の動きを観察し、壁運動の異常を検出するような診断においては、超音波
画像をリアルタイムに取得することが求められる。しかしながら、３次元領域を超音波で
走査する場合、全体の走査領域が広がるため、超音波画像をリアルタイムに取得すること
が困難になる。
【０００４】
　そこで、従来においては、全体の走査領域を複数の領域に分け、心電波形（ＥＣＧ信号
）をトリガ信号として各領域を走査し、各領域を走査することで取得した信号を結合する
ことで、全体の走査領域における画像データを生成する手法が提案されている（例えば特
許文献１）。
【０００５】
　例えば、３次元の走査領域を４つの個別領域に分割する。以下、個別領域を「サブボリ
ューム」と称する場合がある。そして、サブボリュームの単位で走査を行い、その走査で
取得したデータを結合することで、全体の走査領域における画像データを生成する。さら
に、被検体の心電波形（ＥＣＧ信号）を取得し、そのＥＣＧ信号をトリガ信号として各サ
ブボリュームを走査する。以下、ＥＣＧ信号を利用した走査方法について説明する。
【０００６】
　ＥＣＧ信号を利用して走査を行う場合、心電計により被検体の心電波形を取得し、例え
ば、心電波形のＲ波が検出されたタイミングで、トリガ信号を生成して超音波診断装置に
出力する。超音波診断装置がそのトリガ信号を受けるたびに、異なるサブボリュームを超
音波で走査し、各サブボリュームのデータを取得する。すなわち、１心拍ごとに異なるサ
ブボリュームを超音波で走査する。
【０００７】
　例えば、超音波診断装置が第１のトリガ信号Ｉ１を受けると、そのトリガ信号に従い、
超音波プローブによって走査を開始する。第１のトリガ信号Ｉ１に対応する心拍では、超
音波診断装置は、第１のサブボリュームを走査する。すなわち、超音波診断装置は、第１
のトリガ信号Ｉ１を受けてから次のトリガ信号である第２のトリガ信号Ｉ２を受けるまで
、第１のサブボリュームを走査する。例えば、１心拍中に同じ第１のサブボリュームを４
回走査することで、１心拍中における時相がそれぞれ異なるデータＡ１、Ａ２、Ａ３及び
Ａ４を取得する。
【０００８】
　次のトリガ信号である第２のトリガ信号Ｉ２に対応する心拍では、超音波診断装置は、
第２のサブボリュームを４回走査する。すなわち、超音波診断装置は、第２のトリガ信号
Ｉ２を受けてから次のトリガ信号である第３のトリガ信号Ｉ３を受けるまで、第２のサブ
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ボリュームを４回走査することで、１心拍中における時相がそれぞれ異なるデータＢ１、
Ｂ２、Ｂ３及びＢ４を取得する。
【０００９】
　同様に、第３のトリガ信号Ｉ３に対応する心拍では、超音波診断装置は、第３のサブボ
リュームを４回走査することで、１心拍中における時相がそれぞれ異なるデータＣ１、Ｃ
２、Ｃ３及びＣ４を取得する。さらに、第４のトリガ信号Ｉ４に対応する心拍では、超音
波診断装置は、第４のサブボリュームを４回走査することで、１心拍中における時相がそ
れぞれ異なるデータＤ１、Ｄ２、Ｄ３及びＤ４を取得する。このように、超音波診断装置
は、ＥＣＧ信号に基づくトリガ信号に応じて、異なるサブボリュームを超音波で走査する
ことで、各サブボリュームのデータを取得する。
【００１０】
　そして、超音波診断装置は、異なるサブボリュームを走査することで取得したデータで
あって、１心拍中の同じ時相に取得されたデータ同士を結合することで、全体の走査領域
を表す１つのデータを生成する。具体的には、超音波診断装置は、異なるサブボリューム
のデータであって、１心拍中の同じ時相に取得したデータＡ１、Ｂ１、Ｃ１及びＤ１を結
合することで、全体の走査領域を表すデータを生成する。同様に、各時相におけるサブボ
リュームのデータを結合することにより、各時相における全体の走査領域を表すデータを
生成する。そして、超音波診断装置は、全体の走査領域を表すデータにボリュームレンダ
リングなどの画像処理を施すことにより、３次元画像データなどの超音波画像データを生
成する。
【００１１】
　さらに、次のトリガ信号である第５のトリガ信号Ｉ５に対応する心拍では、超音波診断
装置は、再び第１のサブボリュームを走査することで、１心拍中における時相がそれぞれ
異なるデータＡ５、Ａ６、Ａ７及びＡ８を取得する。このように、新たなデータが取得さ
れると、超音波診断装置は、第１のサブボリュームのデータを更新し、データＡ５、Ｂ１
、Ｃ１及びＤ１を結合することで、全体の走査領域を表すデータを生成する。そして、更
新したデータに基づいて３次元画像データなどの超音波画像データを生成する。すなわち
、第１のサブボリュームについては、新たに取得されたデータＡ５を用いることで、全体
の走査領域を表すデータを生成する。そして、順次、各サブボリュームのデータを更新し
て新たな３次元画像データを生成していく。
【００１２】
【特許文献１】米国特許第６，５４４，１７５号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、従来技術に係る走査方法によると、１心拍ごとに各サブボリュームを走
査し、複数の心拍数に応じた時間をかけて全体の走査領域を走査する。そのため、１心拍
に応じた時間をかけてあるサブボリュームが走査されると、次に同じサブボリュームが走
査されるためには、サブボリュームの数に応じた心拍数の時間を待つ必要があった。上述
した例では、全体の走査領域を４つのサブボリュームに分け、各サブボリュームを１心拍
ごとに順番に走査しているため、同じサブボリュームを次に走査し始めるまでに、４心拍
分の時間を待つ必要があった。例えば、１心拍目で第１のサブボリュームを走査し、次に
第１のサブボリュームを走査するのは５心拍目であるため、第１のサブボリュームが再び
走査されるまで、４心拍分の時間が必要であった。そのため、第１のサブボリュームにお
けるデータを更新するためには、４心拍分の時間を要し、生成される超音波画像のリアル
タイム性が損なわれる問題があった。
【００１４】
　以上のように、全体の走査領域を複数のサブボリュームに分けて走査を行うと、同じサ
ブボリュームが走査され始めるまでに、サブボリュームの数に応じた心拍数の時間を待つ
必要があった。その結果、各サブボリュームにおけるデータの更新に時間がかかってしま
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うため、超音波画像のリアルタイム性が損なわれてしまう問題があった。
【００１５】
　この発明は上記の問題点を解決するものであり、全体の走査領域を表す画像データを生
成しつつ、全体の走査領域に含まれる所望の領域を表す画像データのリアルタイム性を向
上させることが可能な超音波診断装置、及び超音波画像取得プログラムを提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　請求項１に記載の発明は、３次元の走査領域を複数の個別領域に分け、心電波形に基づ
いたトリガ信号を受けるたびに異なる個別領域を超音波で走査し、次のトリガ信号を受け
るまで同じ個別領域を走査することで、個々の個別領域ごとに１心拍中における時相がそ
れぞれ異なる複数のデータを取得し、前記複数の個別領域のうち所望の個別領域の走査の
指示を受けた場合には、前記所望の個別領域を継続して走査することで、前記所望の個別
領域について、１心拍中における時相がそれぞれ異なる複数のデータを取得するスキャン
手段と、互いに異なる個別領域を走査することで取得されたデータであって、前記複数の
データのうち同じ時相に取得された各個別領域におけるデータを結合して、前記３次元の
走査領域を表す超音波画像データを生成する画像処理手段と、前記生成された超音波画像
データに基づく超音波画像を表示手段に表示させる表示制御手段と、を有することを特徴
とする超音波診断装置である。
　また、請求項５に記載の発明は、コンピュータに、３次元の走査領域を複数の個別領域
に分け、心電波形に基づいたトリガ信号を受けるたびに異なる個別領域をスキャン手段に
走査させ、次のトリガ信号を受けるまで同じ個別領域を前記スキャン手段に走査させるこ
とで、個々の個別領域ごとに１心拍中における時相がそれぞれ異なる複数のデータを取得
し、前記複数の個別領域のうち所望の個別領域の走査の指示を受けた場合には、前記所望
の個別領域を継続して前記スキャン手段に走査させることで、前記所望の個別領域につい
て、１心拍中における時相がそれぞれ異なる複数のデータを取得するスキャン制御機能と
、互いに異なる個別領域を走査することで取得されたデータであって、前記複数のデータ
のうち同じ時相に取得された各個別領域のデータを結合して、前記３次元の走査領域を表
す超音波画像データを生成する画像処理機能と、前記生成された超音波画像データに基づ
く超音波画像を表示装置に表示させる表示制御機能と、を実行させることを特徴とする超
音波画像取得プログラムである。
【発明の効果】
【００１７】
　この発明によると、所望の個別領域を継続して走査することで、複数の心拍を待たずに
、所望の個別領域における画像データを更新することが可能となる。そのことにより、全
体の走査領域を表す画像データを生成しつつ、所望の個別領域における画像データをリア
ルタイムに更新して生成することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　この発明の実施形態に係る超音波診断装置について図１を参照して説明する。図１は、
この発明の実施形態に係る超音波診断装置を示すブロック図である。
【００１９】
　この発明の実施形態に係る超音波診断装置１は、超音波プローブ２、送受信部３、信号
処理部４、記憶部５、画像処理部６、表示制御部７、ユーザインターフェース（ＵＩ）８
、制御部９、及びトリガ信号生成部１０を備えている。
【００２０】
　超音波プローブ２には、超音波振動子が２次元的に配置された２次元アレイプローブが
用いられる。この２次元アレイプローブは、３次元的に超音波を送信して反射波を受信す
ることで、放射状に広がる形状の３次元データをエコー信号として受信する。また、２次
元アレイプローブの代わりに、１次元アレイプローブを超音波プローブ２に用いても良い
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。例えば、超音波振動子が走査方向に配列され、超音波振動子を走査方向とは直交する方
向に機械的に揺動することが可能な１次元アレイプローブを用いても良い。
【００２１】
　送受信部３は送信部と受信部とを備え、超音波プローブ２に電気信号を供給して超音波
を発生させ、超音波プローブ２が受信したエコー信号を受信する。
【００２２】
　送受信部３の送信部は、図示しないクロック発生回路、送信遅延回路、及びパルサ回路
を備えている。クロック発生回路は、超音波信号の送信タイミングや送信周波数を決める
クロック信号を発生する回路である。送信遅延回路は、超音波の送信時に遅延を掛けて送
信フォーカスを実施する回路である。パルサ回路は、各超音波振動子に対応した個別経路
（チャンネル）の数分のパルサを内蔵し、遅延が掛けられた送信タイミングで駆動パルス
を発生し、超音波プローブ２の各超音波振動子に供給するようになっている。
【００２３】
　また、送受信部３の受信部は、図示しないプリアンプ回路、Ａ／Ｄ変換回路、受信遅延
回路、及び加算回路を備えている。プリアンプ回路は、超音波プローブ２の各超音波振動
子から出力されるエコー信号を受信チャンネルごとに増幅する。Ａ／Ｄ変換回路は、増幅
されたエコー信号をＡ／Ｄ変換する。受信遅延回路は、Ａ／Ｄ変換後のエコー信号に対し
て受信指向性を決定するために必要な遅延時間を与え、加算回路は、遅延時間が与えられ
たエコー信号を加算する。その加算により、受信指向性に応じた方向からの反射成分が強
調される。
【００２４】
　送受信部３はスキャン制御部９１から出力されるスキャン制御信号に従って、超音波プ
ローブ２に電気信号を供給して超音波を発生させ、３次元の領域を走査する。そのスキャ
ン制御信号には、超音波による走査に関するスキャン条件が含まれている。スキャン条件
には、例えば、３次元の走査領域を示す座標情報が含まれている。送受信部３は、スキャ
ン制御部９１から出力されたスキャン制御信号を受けると、そのスキャン制御信号に含ま
れる３次元の走査領域を示す座標情報に従って、その走査領域内を走査する。
【００２５】
　信号処理部４は、Ｂモード処理部やＣＦＭ処理部などを備えている。送受信部３から出
力された受信信号は、いずれかの処理部にて所定の処理が施される。Ｂモード処理部は、
エコーの振幅情報の映像化を行い、エコー信号から超音波ラスタデータを生成する。具体
的には、Ｂモード処理部は送受信部３から出力された受信信号に対してバンドパスフィル
タ処理を行い、その後、出力信号の包絡線を検波し、検波されたデータに対して対数変換
による圧縮処理を施す。また、ＣＦＭ処理部は、動いている血流情報の映像化を行う。血
流情報には、速度、分散、パワー等の情報があり、血流情報は２値化情報として得られる
。
【００２６】
　記憶部５は、メモリやハードディスクなどの記憶装置で構成され、信号処理部４により
生成された超音波ラスタデータを記憶する。
【００２７】
　この実施形態に係る超音波診断装置１は、心電計を用いて被検体の心電波形（ＥＣＧ信
号）を取得し、そのＥＣＧ信号に基づくトリガ信号に応じて送受信部３による超音波の送
受信を制御する。例えば、トリガ信号生成部１０は、超音波診断装置１の外部からＥＣＧ
信号を受信し、そのＥＣＧ信号からＲ波を検出する。そして、トリガ信号生成部１０は、
ＥＣＧ信号からＲ波を検出すると、トリガ信号を発生して、そのトリガ信号を制御部９に
出力する。スキャン制御部９１は、トリガ信号に応じて送受信部３による超音波の送受信
を制御する。また、超音波診断装置１の外部にトリガ信号生成部１０を設けても良い。こ
の場合、超音波診断装置１の外部に設置されたトリガ信号生成部１０がＥＣＧ信号を受け
て、そのＥＣＧ信号からＲ波を検出した場合にトリガ信号を生成する。そして、トリガ信
号生成部１０は、そのトリガ信号を超音波診断装置１の制御部９に出力する。



(7) JP 2009-136445 A 2009.6.25

10

20

30

40

50

【００２８】
　制御部９の設定条件記憶部９２には、スキャン条件が記憶されている。スキャン条件に
は、例えば、超音波の走査対象となる３次元の走査領域を示す座標情報、３次元の走査範
囲の分割パターン、３次元領域であるサブボリュームの範囲を示す座標情報、各サブボリ
ュームを走査する順番、超音波を送信する深さ、走査線密度、及び並列同時受信数などが
含まれる。スキャン制御部９１は、設定条件記憶部９２からスキャン条件を読み込み、そ
のスキャン条件をスキャン制御信号に含ませて送受信部３に出力する。送受信部３は、サ
ブボリュームの範囲を示す座標情報などを含むスキャン制御信号に従って、各サブボリュ
ームを超音波プローブ２によって走査する。なお、走査領域を示す座標情報やサブボリュ
ームの範囲を示す座標情報は、例えば、超音波を送受信する角度の範囲が該当する。この
実施形態では、スキャン制御部９１は心電波形（ＥＣＧ信号）に従って走査の開始タイミ
ングを図り、その開始タイミングでスキャン制御信号を送受信部３に出力する。
【００２９】
　ここで、超音波プローブ２と送受信部３が走査する３次元の走査領域、及び走査のタイ
ミングについて説明する。送受信部３はスキャン制御部９１の制御の下、ＥＣＧ信号に基
づくトリガ信号を利用して、各サブボリュームを走査する。ここで、３次元の走査領域を
図２に示す。図２は、分割された走査領域を説明するための模式図である。
【００３０】
　例えば図２（ａ）に示すように、スキャン制御部９１は、スキャン条件に含まれる分割
パターンに従って、全体の走査領域Ｓを複数の個別領域に分割する。走査領域Ｓは３次元
の領域であり、各個別領域も３次元の領域である。図２（ａ）に示す例では、スキャン制
御部９１は、３次元の走査領域Ｓを４つの個別領域Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤに分割する。以下、
分割された個々の個別領域Ａ～Ｄを、サブボリュームと称することにする。図２（ａ）に
示す例では、４つのサブボリュームを、それぞれ、サブボリュームＡ、サブボリュームＢ
、サブボリュームＣ、サブボリュームＤとする。ここでは、サブボリュームＡ、Ｂ、Ｃ及
びＤがＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの順番に１列に並ぶように全体の走査領域Ｓを分割している。上述
したように、走査領域Ｓの分割パターンはスキャン条件に含まれて設定条件記憶部９２に
記憶されている。スキャン制御部９１は、スキャン条件に含まれる分割パターンに従って
、全体の走査領域Ｓを４つのサブボリュームに分割する。なお、図２（ａ）に示す分割の
例は１例であり、他の分割パターンによって全体の走査領域Ｓを複数の個別領域に分割し
ても良い。
【００３１】
　そして図２（ｂ）に示すように、送受信部３はスキャン制御部９１の制御の下、各サブ
ボリュームを順番に走査する。例えば、送受信部３は、サブボリュームＡ、Ｂ、Ｃ及びＤ
が、サブボリュームＡ、サブボリュームＢ、サブボリュームＣ、サブボリュームＤの順番
に１列に並ぶように全体の走査領域Ｓを等分割して走査を行う。これにより、サブボリュ
ームＡの隣がサブボリュームＢになる。また、サブボリュームＢの隣であって、サブボリ
ュームＡの反対側がサブボリュームＣになる。また、サブボリュームＣの隣であって、サ
ブボリュームＢの反対側がサブボリュームＤになる。
【００３２】
　そして、全体の走査領域Ｓを複数のサブボリュームに分割した上で、超音波診断装置１
は、被検体のＥＣＧ信号を取得し、そのＥＣＧ信号に基づくトリガ信号に従って各サブボ
リュームを超音波で走査する。
【００３３】
　以下、ＥＣＧ信号を利用した走査方法について図３と図４を参照して説明する。図３は
、トリガ信号に応じて各時相において取得されたデータと、そのデータの結合とを説明す
るための模式図である。図４は、各心拍における走査対象のサブボリュームと、結合する
データとを説明するための表である。
【００３４】
　心電計により被検体の心電波形（ＥＣＧ信号）が取得され、例えば、Ｒ波が検出される
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と、トリガ信号が生成されて制御部９に出力される。例えば図３に示すように、第１のト
リガ信号Ｉ１が制御部９に出力され、スキャン制御部９１がその第１のトリガ信号Ｉ１を
受信すると、送受信部３に対してビームフォーミングに必要な遅延パターンなどのスキャ
ン制御信号を出力する。そのスキャン制御信号には、上述したように、走査領域Ｓの分割
パターンやサブボリュームの範囲などのスキャン条件が含まれている。
【００３５】
　具体的には、第１のトリガ信号Ｉ１に対応する第１の心拍では、スキャン制御部９１は
、サブボリュームＡを走査するために、サブボリュームＡの領域を示す座標情報を上記ス
キャン制御信号に含ませて送受信部３に出力する。送受信部３はそのスキャン制御信号に
従って、超音波プローブ２によってサブボリュームＡを走査することで、サブボリューム
Ａの受信信号を取得する。すなわち、送受信部３は、スキャン制御部９１の制御の下、ス
キャン制御部９１が第１のトリガ信号Ｉ１を受けてから次のトリガ信号である第２のトリ
ガ信号Ｉ２を受けるまで、サブボリュームＡを走査する。
【００３６】
　信号処理部４は送受信部３から受信信号を受けると、その受信信号に信号処理を施すこ
とで超音波ラスタデータを生成する。この実施形態では、３次元の走査領域を走査するこ
とでボリュームデータを取得し、そのボリュームデータを記憶部５に記憶する。
【００３７】
　例えば図３と図４に示すように、第１のトリガ信号Ｉ１に対応した第１心拍で、送受信
部３はサブボリュームＡを４回走査する。そして、図３と図４に示すように、送受信部３
は、１心拍中における時相がそれぞれ異なる受信信号Ａ１、Ａ１、Ａ３及びＡ４を取得す
る。
【００３８】
　ここで、サブボリュームを１回走査するために必要な走査時間をΔｔとする。また、ス
キャン制御部９１が第１のトリガ信号Ｉ１を受けた時相をｔ０とし、その時相ｔ０で走査
を開始して取得した受信信号を受信信号Ａ１とする。その受信信号Ａ１を取得した後、時
相ｔ１で走査を開始して取得した受信信号を受信信号Ａ２とする。その受信信号Ａ２を取
得した後、時相ｔ２で走査を開始して取得した受信信号を受信信号Ａ３とする。その受信
信号Ａ３を取得した後、時相ｔ３で走査を開始して取得した受信信号を受信信号Ａ４とす
る。つまり、送受信部３は、時相ｔ０～時相ｔ１の間（＝Δｔ）で受信信号Ａ１を取得し
、時相ｔ１～時相ｔ２の間（Δｔ）で受信信号Ａ２を取得し、時相ｔ２～時相ｔ３の間で
受信信号Ａ３を取得し、時相ｔ３～時相ｔ４の間（Δｔ）で受信信号Ａ４を取得する。以
上のように、送受信部３は、第１のトリガ信号Ｉ１に対応した１心拍中では、受信信号Ａ
１、Ａ２、Ａ３及びＡ４を取得する。
【００３９】
　なお、受信信号Ａ１に基づくボリュームデータを「ボリュームデータＡ１」、受信信号
Ａ２に基づくボリュームデータを「ボリュームデータＡ２」、受信信号Ａ３に基づくボリ
ュームデータを「ボリュームデータＡ３」、受信信号Ａ４に基づくボリュームデータを「
ボリュームデータＡ４」と、便宜的に称することにする。また、受信信号Ａ１に基づく３
次元画像データを「３次元画像データＡ１」、受信信号Ａ２に基づく３次元画像データを
「３次元画像データＡ２」、受信信号Ａ３に基づく３次元画像データを「３次元画像デー
タＡ３」、受信信号Ａ４に基づく３次元画像データを「３次元画像データＡ４」と、便宜
的に称することにする。
【００４０】
　そして、次のトリガ信号である第２のトリガ信号Ｉ２が制御部９に出力され、スキャン
制御部９１が第２のトリガ信号Ｉ２を受信すると、スキャン制御部９１は、サブボリュー
ムＢを走査するために、サブボリュームＢの領域を示す座標情報をスキャン制御信号に含
ませて送受信部３に出力する。送受信部３はそのスキャン制御信号に従って、超音波プロ
ーブ２によってサブボリュームＢを走査することで、サブボリュームＢの受信信号を取得
する。すなわち、送受信部３は、スキャン制御部９１の制御の下、スキャン制御部９１が
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第２のトリガ信号Ｉ２を受けてから次のトリガ信号である第３のトリガ信号Ｉ３を受ける
まで、サブボリュームＢを走査する。例えば図３に示すように、送受信部３は、１心拍中
における時相がそれぞれ異なる受信信号Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３及びＢ４を取得する。
【００４１】
　そして、次のトリガ信号である第３のトリガ信号Ｉ３が制御部９に出力され、スキャン
制御部９１が第３のトリガ信号Ｉ３を受信すると、スキャン制御部９１は、サブボリュー
ムＣを走査するために、サブボリュームＣの領域を示す座標情報をスキャン制御信号に含
ませて送受信部３に出力する。そして、送受信部３はスキャン制御部９１の制御の下、サ
ブボリュームＣを走査し、１心拍中における時相がそれぞれ異なる受信信号Ｃ１、Ｃ２、
Ｃ３及びＣ４を取得する。
【００４２】
　さらに、次のトリガ信号である第４のトリガ信号Ｉ４が制御部９に出力され、スキャン
制御部９１が第４のトリガ信号Ｉ４を受信すると、スキャン制御部９１は、サブボリュー
ムＤを走査するために、サブボリュームＤの領域を示す座標情報をスキャン制御信号に含
ませて送受信部３に出力する。そして、送受信部３はスキャン制御部９１の制御の下、サ
ブボリュームＤを走査し、１心拍中における時相がそれぞれ異なる受信信号Ｄ１、Ｄ２、
Ｄ３及びＤ４を取得する。
【００４３】
　以上のように、スキャン制御部９１は、新たなトリガ信号を受信するたびに、送受信部
３に異なるサブボリュームを超音波で走査させ、各サブボリュームの受信信号を取得させ
る。すなわち、スキャン制御部９１が新たなトリガ信号を受信するまで、送受信部３は同
じサブボリュームを走査し続ける。そして、スキャン制御部９１が新たなトリガ信号を受
信すると、送受信部３は別のサブボリュームを走査する。
【００４４】
　画像処理部６は、データ取得部６１、データ結合部６２、及び画像生成部６３を備えて
いる。画像処理部６は、各サブボリュームのボリュームデータを記憶部５から読み出して
、それらを結合し、結合したデータに基づいて３次元画像データやＭＰＲ画像データなど
の超音波画像データを生成する。
【００４５】
　データ取得部６１は、各サブボリュームのボリュームデータを記憶部５から読み出して
データ結合部６２に出力する。データ取得部６１は、超音波の送受信によって新たなボリ
ュームデータが取得されると、その新たなボリュームデータを記憶部５から取得してデー
タ結合部６２に出力する。
【００４６】
　データ結合部６２は、互いに異なるサブボリュームデータを走査することで取得された
ボリュームデータであって、１心拍中において同じ時相に取得されたボリュームデータを
結合する。すなわち、データ結合部６２は、異なる心拍に取得されたボリュームデータで
あって、同じ時相に取得されたボリュームデータを結合する。なお、データ結合部６２は
、各サブボリュームについて、直近の心拍において取得されたボリュームデータを用いて
結合する。例えば、データ結合部６２は、直近の心拍において取得された各サブボリュー
ムにおけるボリュームデータを一時的に記憶しておき、異なるサブボリュームにおけるボ
リュームデータであって、同じ時相に取得されたボリュームデータを結合する。
【００４７】
　画像生成部６３は、ボリュームデータにボリュームレンダリングを施すことで、ボリュ
ームデータに含まれる組織を立体的に表す３次元画像データを生成する。また、画像生成
部６３は、ボリュームデータにＭＰＲ処理を施すことにより、ボリュームデータを任意の
断面で切断し、その切断した面におけるＭＰＲ画像データを生成しても良い。
【００４８】
　例えば、図３と図４に示すように、第１のトリガ信号Ｉ１に対応する第１心拍において
サブボリュームＡが走査されて、ボリュームデータＡ１が取得されると、データ取得部６



(10) JP 2009-136445 A 2009.6.25

10

20

30

40

50

１はボリュームデータＡ１を記憶部５から取得し、そのボリュームデータＡ１をデータ結
合部６２に出力する。この時点においては、サブボリュームＡのみが走査されているため
、データ結合部６２は、ボリュームデータＡ１を画像生成部６３に出力する。画像生成部
６３は、そのボリュームデータＡ１にボリュームレンダリングを施すことにより、サブボ
リュームＡに含まれる組織を立体的に表す３次元画像データＡ１を生成する。また、画像
生成部６３は、ボリュームデータＡ１にＭＰＲ処理を施すことにより、ボリュームデータ
Ａ１を任意の断面で切断し、その切断した面における画像データを生成しても良い。表示
制御部７は、３次元画像データＡ１に基づく３次元画像Ａ１を表示部８１に表示させる。
この３次元画像Ａ１は、時相ｔ０～時相ｔ１におけるサブボリュームＡに含まれる組織を
立体的に表している。
【００４９】
　そして、送受信部３によってボリュームデータＡ２が取得されると、データ取得部６１
はボリュームデータＡ２を記憶部５から取得し、そのボリュームデータＡ２をデータ結合
部６２に出力する。この時点においては、サブボリュームＡのみが走査されているため、
データ結合部６２は、ボリュームデータＡ２を画像生成部６３に出力する。画像生成部６
３は、そのボリュームデータＡ２にボリュームレンダリングを施すことにより、サブボリ
ュームＡに含まれる組織を立体的に表す３次元画像データＡ２を生成する。表示制御部７
は、表示部８１に表示されている画像を更新して、３次元画像データＡ２に基づく３次元
画像Ａ２を表示部８１に表示させる。この３次元画像Ａ２は、時相ｔ１～時相ｔ２におけ
るサブボリュームＡに含まれる組織を立体的に表している。
【００５０】
　同様に、送受信部３によってボリュームデータＡ３が取得されると、画像生成部６３は
ボリュームデータＡ３に基づいて３次元画像データＡ３を生成し、表示制御部７は、表示
部８１に表示されている画像を更新して、３次元画像データＡ３に基づく３次元画像Ａ３
を表示部８１に表示させる。さらに、送受信部３によってボリュームデータＡ４が取得さ
れると、画像生成部６３はボリュームデータＡ４に基づいて３次元画像データＡ４を生成
し、表示制御部７は、表示部８１に表示されている画像を更新して、３次元画像データＡ
４に基づく３次元画像Ａ４を表示部８１に表示させる。
【００５１】
　そして、第２のトリガ信号Ｉ２に対応する第２心拍においてサブボリュームＢが走査さ
れて、ボリュームデータＢ１が取得されると、データ取得部６１はボリュームデータＢ１
を記憶部５から取得し、そのボリュームデータＢ１をデータ結合部６２に出力する。ボリ
ュームデータＢ１は、ボリュームデータＡ１とは異なるサブボリュームを走査することで
取得されたデータであって、ボリュームデータＡ１と同じ時相に取得されたデータである
。そのため、データ結合部６２は、既に取得されているボリュームデータＡ１と新たに取
得されたボリュームデータＢ１とを結合し、結合したボリュームデータを画像生成部６３
に出力する。画像生成部６３は、ボリュームデータＡ１とボリュームデータＢ１とを結合
したボリュームデータに基づいて、サブボリュームＡとサブボリュームＢにおける３次元
画像データを生成する。表示制御部７は、表示部８１に表示されている画像を更新して、
サブボリュームＡとサブボリュームＢにおける３次元画像を表示部８１に表示させる。こ
の３次元画像は、時相ｔ０～時相ｔ１におけるサブボリュームＡとサブボリュームＢとに
含まれる組織を立体的に表している。
【００５２】
　そして、送受信部３によってボリュームデータＢ２が取得されると、データ取得部６１
はボリュームデータＢ２を記憶部５から取得し、そのボリュームデータＢ２をデータ結合
部６２に出力する。ボリュームデータＢ２は、ボリュームデータＡ２とは異なるサブボリ
ュームを走査することで取得されたデータであって、ボリュームデータＡ２と同じ時相に
取得されたデータである。そのため、データ結合部６２は、既に取得されているボリュー
ムデータＡ２と新たに取得されたボリュームデータＢ２とを結合し、結合したボリューム
データを画像生成部６３に出力する。画像生成部６３は、ボリュームデータＡ２とボリュ
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ームデータＢ２とを結合したボリュームデータに基づいて、サブボリュームＡとサブボリ
ュームＢにおける３次元画像データを生成する。この３次元画像データは、時相ｔ１～時
相ｔ２におけるサブボリュームＡとサブボリュームＢとに含まれる組織を立体的に表して
いる。表示制御部７は、表示部８１に表示されている画像を更新して、時相ｔ１～時相ｔ

２における３次元画像を表示部８１に表示させる。
【００５３】
　以降、データ結合部６２は、ボリュームデータＡ３とボリュームデータＢ３とを結合し
、画像生成部６３は、ボリュームデータＡ３とボリュームデータＢ３とを結合したボリュ
ームデータに基づいて、サブボリュームＡとサブボリュームＢにおける３次元画像データ
を生成する。この３次元画像データは、時相ｔ２～時相ｔ３におけるサブボリュームＡと
サブボリュームＢとに含まれる組織を立体的に表している。表示制御部７は、表示部８１
に表示されている画像を更新して、時相ｔ２～時相ｔ３における３次元画像を表示部８１
に表示させる。同様に、データ結合部６２は、ボリュームデータＡ４とボリュームデータ
Ｂ４とを結合し、画像生成部６３は、その結合したボリュームデータに基づいて３次元画
像データを生成し、表示制御部７は、時相ｔ３～時相ｔ４における３次元画像を表示部８
１に表示させる。
【００５４】
　さらに、第３心拍においてサブボリュームＣが走査されると、データ結合部６２は、ボ
リュームデータＡ１、Ｂ１及びＣ１を結合することで１つのボリュームデータを生成し、
画像生成部６３は、結合されたボリュームデータに基づいて３次元画像データを生成する
。同様に、データ結合部６２は、ボリュームデータＡ２、Ｂ２、及びＣ２を結合し、ボリ
ュームデータＡ３、Ｂ３、及びＣ３を結合し、ボリュームデータＡ３、Ｂ３、及びＣ３を
結合する。そして、画像生成部６３は、結合した各ボリュームデータに基づいて３次元画
像データを生成する。
【００５５】
　以上のように、データ結合部６２は、互いに異なるサブボリュームデータを走査するこ
とで取得されたボリュームデータであって、同じ時相に取得されたボリュームデータを結
合する。すなわち、データ結合部６２は、異なる心拍に取得されたボリュームデータであ
って、同じ時相に取得されたボリュームデータを結合する。そして、画像生成部６３は、
データ結合部６２によって結合されたボリュームデータに基づいて３次元画像データを生
成し、表示制御部７は、３次元画像データが新たに生成されるたびに、表示部８１に表示
されている画像を更新して新たな３次元画像を表示部８１に表示させる。
【００５６】
　この実施形態では、全体の走査領域Ｓを４つのサブボリュームに分割して走査している
ため、４つのサブボリュームを走査することで取得された４つのボリュームデータを結合
することで、全体の走査領域Ｓを表す１つのボリュームデータを生成する。
【００５７】
　例えば図３と図４に示すように、データ結合部６２は、第４心拍における時相ｔ０～時
相ｔ１の間に取得されたボリュームデータＡ１、Ｂ１、Ｃ１及びＤ１を結合することで、
時相ｔ０～時相ｔ１における全体の走査領域Ｓを表すボリュームデータを生成する。この
ように、データ結合部６２は、互いに異なるサブボリュームＡ、Ｂ、Ｃ及びＤを走査する
ことで取得されたボリュームデータであって、同じ時相ｔ０～時相ｔ１の間に取得された
ボリュームデータＡ１、Ｂ１、Ｃ１及びＤ１を結合することで、時相ｔ０～時相ｔ１にお
ける全体の走査領域Ｓを表すボリュームデータを生成する。そして、データ結合部６２は
、時相ｔ０～時相ｔ１における全体の走査領域Ｓを表すボリュームデータを画像生成部６
３に出力する。画像生成部６３は、時相ｔ０～時相ｔ１における全体の走査領域Ｓを表す
３次元画像データを生成し、表示制御部７は、表示部８１に表示されている画像を更新し
て、全体の走査領域Ｓを表す３次元画像を表示部８１に表示させる。
【００５８】
　同様に、データ結合部６２は、第４心拍における時相ｔ１～時相ｔ２の間に取得された
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ボリュームデータＡ２、Ｂ２、Ｃ２及びＤ２を結合することで、時相ｔ１～時相ｔ２にお
ける全体の走査領域Ｓを表すボリュームデータを生成する。画像生成部６３は、時相ｔ１

～時相ｔ２における全体の走査領域Ｓを表す３次元画像データを生成し、表示制御部７は
、表示部８１に表示されている画像を更新して、時相ｔ１～時相ｔ２における全体の走査
領域Ｓを表す３次元画像を表示部８１に表示させる。
【００５９】
　時相ｔ２～時相ｔ３、及び、時相ｔ３～時相ｔ４についても、データ結合部６２は、互
いに異なるサブボリュームデータを走査することで取得されたボリュームデータであって
、同じ時相に取得されたボリュームデータを結合することにより、各時相における全体の
走査領域Ｓを表すボリュームデータを生成する。そして、画像生成部６３は、各時相にお
ける全体の走査領域を表す３次元画像データを生成し、表示制御部７は、各時相の３次元
画像を表示部８１に表示させる。
【００６０】
　そして、この実施形態においては、所望の時間の間、全体の走査領域Ｓに含まれる所望
のサブボリュームを継続して走査する。すなわち、所望の時間の間、同じサブボリューム
を走査し続ける。所望のサブボリュームを継続的に走査し続けるスキャンを、以下、「部
分スキャン」と称する場合がある。
【００６１】
　部分スキャンの対象となるサブボリュームの範囲と、部分スキャンを継続して行なう時
間の長さとが、部分スキャンの条件として設定条件記憶部９２に記憶されている。例えば
、操作者は操作部８２を用いて、部分スキャンの対象となるサブボリュームを指定するこ
とができ、また、部分スキャンを継続して実行する時間の長さを指定することができる。
実行する時間の長さは、心拍数で指定しても良いし、時間の絶対値で指定しても良い。例
えば、動きを観察したい部位が含まれるサブボリュームを部分スキャンの対象に指定した
り、診察の対象となる部位が含まれるサブボリュームを部分スキャンの対象に指定したり
する。操作者によって指定された条件は、ユーザインターフェース（ＵＩ）８から制御部
９に出力され、部分スキャンの条件として設定条件記憶部９２に記憶される。
【００６２】
　そして、操作者が操作部８２を用いて部分スキャンの開始の指示を与えると、その指示
に応じた信号がユーザインターフェース（ＵＩ）８から制御部９に出力される。制御部９
のスキャン制御部９１は、部分スキャンの開始の指示を受けると、設定条件記憶部９２に
記憶されている部分スキャンの条件に従って送受信部３を制御して、所望のサブボリュー
ムを継続的に走査させる。
【００６３】
　この実施形態では１例として、サブボリュームＢを部分スキャンの対象とし、部分スキ
ャンの継続時間を５心拍とする。例えば図４に示すように、送受信部３はスキャン制御部
９１の制御の下、操作者による部分スキャンの開始指示に応じて、５心拍目からサブボリ
ュームＢを継続的にスキャンする。そして、スキャン制御部９１は、走査対象のサブボリ
ュームを変えずに、同じサブボリュームＢを送受信部３に走査させる。
【００６４】
　具体的には、第５のトリガ信号Ｉ５に対応した第５心拍では、送受信部３はスキャン制
御部９１の制御の下、サブボリュームＢを走査し、１心拍中における時相がそれぞれ異な
る受信信号Ｂ５、Ｂ６、Ｂ７及びＢ８を取得する。同様に、第６のトリガ信号Ｉ６に対応
した第６心拍では、送受信部３はスキャン制御部９１の制御の下、サブボリュームＢを走
査し、１心拍中における時相がそれぞれ異なる受信信号Ｂ９、Ｂ１０、Ｂ１１及びＢ１２
を取得する。第７心拍から第９心拍においても、送受信部３はスキャン制御部９１の制御
の下、サブボリュームＢを走査する。そして、図４に示すように、送受信部３は、第５心
拍から第９心拍の間でサブボリュームＢを継続して走査することで、受信信号Ｂ５～Ｂ２
４を取得する。
【００６５】
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　第５のトリガ信号Ｉ５に対応した第５心拍において、送受信部３によってサブボリュー
ムＢのボリュームデータＢ５、Ｂ６、Ｂ７、及びＢ８が取得されると、データ取得部６１
は、ボリュームデータＢ５を記憶部５から取得してデータ結合部６２に出力する。
【００６６】
　データ結合部６２は、サブボリュームＢのボリュームデータを更新し、同じ時相に取得
されたボリュームデータを結合する。このとき、データ結合部６２は、部分スキャンの対
象となっていないサブボリュームについては、直近の心拍において取得されたボリューム
データを用いて結合する。この実施形態では、サブボリュームＢが部分スキャンの対象で
あり、サブボリュームＡ、Ｃ及びＤは部分スキャンの対象ではないため、データ結合部６
２は、部分スキャンの対象となっていないサブボリュームＡ、Ｃ及びＤについては、直近
の心拍において取得されたボリュームデータを用いて結合する。図４に示す例では、サブ
ボリュームＡについては、データ結合部６２は、サブボリュームＡを走査した直近の心拍
である第１心拍で取得されたボリュームデータＡ１～Ａ４を、データの結合に用いる。ま
た、サブボリュームＣについては、データ結合部６２は、サブボリュームＣを走査した直
近の心拍である第３心拍で取得されたボリュームデータＣ１～Ｃ４を、データの結合に用
いる。また、サブボリュームＤについては、データ結合部６２は、サブボリュームＤを走
査した直近の心拍である第４心拍で取得されたボリュームデータＤ１～Ｄ４を、データの
結合に用いる。そして、データ結合部６２は、同じ時相に取得されたボリュームデータを
結合することで、各時相における全体の走査領域Ｓを表すボリュームデータを生成する。
なお、データ結合部６２が、直近の心拍において取得されたボリュームデータを一時的に
記憶しておき、同じ時相に取得されたボリュームデータを結合すれば良い。例えば、ボリ
ュームデータＡ１～Ａ４、ボリュームデータＢ１～Ｂ４、ボリュームデータＣ１～Ｃ４、
及びボリュームデータＤ１～Ｄ４をデータ結合部６２に一時的に記憶しておく。そして、
データ結合部６２は、サブボリュームＢのボリュームデータを更新し、ボリュームデータ
Ａ１、Ｂ５、Ｃ１及びＤ１を結合して、同じ時相（時相ｔ０～時相ｔ１）における全体の
走査領域Ｓを表すボリュームデータを生成する。すなわち、サブボリュームＢについては
、新たに取得されたボリュームデータＢ５を用いて全体のボリュームデータを生成する。
【００６７】
　画像生成部６３は、ボリュームデータＡ１、Ｂ５、Ｃ１及びＤ１を結合したボリューム
データに基づいて３次元画像データを生成する。表示制御部７は、表示部８１に表示され
ている画像を更新して、ボリュームデータＡ１、Ｂ５、Ｃ１及びＤ１に基づく３次元画像
を表示部８１に表示させる。
【００６８】
　そして、データ結合部６２は、順次、サブボリュームＢのボリュームデータを更新して
、全体の走査領域Ｓを表す新たなボリュームデータを生成していく。例えば図４に示すよ
うに、データ取得部６１は、ボリュームデータＢ６を記憶部５から取得してデータ結合部
６２に出力する。データ結合部６２は、サブボリュームＢのボリュームデータを更新して
、同じ時相に取得されたボリュームデータＡ２、Ｂ６、Ｃ２及びＤ２を結合することで、
同じ時相（時相ｔ１～時相ｔ２）における全体の走査領域Ｓを表すボリュームデータを生
成する。そして、画像生成部６３は、ボリュームデータＡ２、Ｂ６、Ｃ２及びＤ２を結合
したボリュームデータに基づいて３次元画像データを生成し、表示制御部７は、表示部８
１に表示されている画像を更新して、その３次元画像データに基づく３次元画像を表示部
８１に表示させる。
【００６９】
　以降、サブボリュームＢについて新たなボリュームデータが取得されると、データ結合
部６２は、サブボリュームＢのボリュームデータを更新して、各サブボリュームのボリュ
ームデータを結合することで、全体の走査領域Ｓを表すボリュームデータを生成する。そ
して、第６心拍から第９心拍において取得されたボリュームデータについても、データ結
合部６２は、サブボリュームＢのボリュームデータを更新して、全体の走査領域Ｓを表す
新たなボリュームデータを生成する。
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【００７０】
　そして、設定された時間が経過すると、スキャン制御部９１は部分スキャンを中止し、
以降、サブボリュームＡ、Ｂ、Ｃ及びＤを送受信部３に順番に走査させる。例えば、部分
スキャンを行なう時間として５心拍が設定された場合において、部分スキャンを開始して
から５心拍が経過すると、スキャン制御部９１は部分スキャンを中止し、サブボリューム
Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤを送受信部３に順番に走査させる。具体的には、部分スキャンを開始し
てから５つのＥＣＧ信号を受信すると、スキャン制御部９１は部分スキャンを中止し、サ
ブボリュームＡ、Ｂ、Ｃ及びＤを送受信部３に順番に走査させる。例えば図４に示すよう
に、第１０心拍以降においては、スキャン制御部９１は、サブボリュームＡ、Ｂ、Ｃ及び
Ｄを送受信部３に順番に走査させる。そして、画像処理部６は、各サブボリュームについ
て直近の心拍において取得されたボリュームデータを用いて、同じ時相に取得されたボリ
ュームデータを結合し、各時相における３次元画像データを生成する。
【００７１】
　例えば第１０のトリガ信号Ｉ１０に対応した第１０心拍では、送受信部３はスキャン制
御部９１の制御の下、サブボリュームＡを走査し、１心拍中における時相がそれぞれ異な
る受信信号Ａ５、Ａ６、Ａ７及びＡ８を取得する。そして、データ取得部６１は、ボリュ
ームデータＡ５を記憶部５から取得してデータ結合部６２に出力する。データ結合部６２
は、サブボリュームＡのボリュームデータを更新し、同じ時相に取得されたボリュームデ
ータを結合する。画像生成部６３は結合されたボリュームデータに基づいて３次元画像デ
ータを生成し、表示制御部７は、表示部８１に表示されている画像を更新して、その３次
元画像データに基づく３次元画像を表示部８１に表示させる。
【００７２】
　なお、この実施形態では、部分スキャンを継続して実行する時間の長さとして、心拍数
を例に挙げて説明した。この心拍数の例は１例であり、絶対的な時間の長さを、部分スキ
ャンを継続して実行する時間の長さとしても良い。例えば、１０秒や２０秒のように、絶
対的な時間の長さを、部分スキャンを実行する時間の長さとしても良い。この場合、スキ
ャン制御部９１は、部分スキャンを開始してから時間を計測し、予め設定された時間が経
過すると、部分スキャンを中止し、各サブボリュームを送受信部３に走査させる。
【００７３】
　また、部分スキャンを継続して実行する時間の長さを制限しなくても良い。この場合、
操作者が操作部８２を用いて部分スキャンの実行の指示を与えると、スキャン制御部９１
はその指示に従って、所望のサブボリュームを送受信部３に継続して走査させる。このと
き、スキャン制御部９１は、時間の制限なしに、所望のサブボリュームを送受信部３に継
続して走査させる。そして、操作者が操作部８２を用いて部分スキャンの終了の指示を与
えると、スキャン制御部９１はその指示に従って部分スキャンを終了する。
【００７４】
　ユーザインターフェース（ＵＩ）８は、表示部８１と操作部８２を備えている。表示部
８１は、ＣＲＴや液晶ディスプレイなどで構成されている。操作部８２は、ジョイスティ
ックやトラックボールなどのポインティングデバイス、スイッチ、各種ボタン、キーボー
ド又はＴＣＳ（Ｔｏｕｃｈ　Ｃｏｍｍａｎｄ　Ｓｃｒｅｅｎ）などで構成されている。操
作者は操作部８２を用いることで、部分スキャンの条件を入力することができる。例えば
、操作者は操作部８２を用いることで、部分スキャンの対象となるサブボリュームを指定
したり、部分スキャンを実行する時間の長さを入力したりすることができる。操作部８２
で入力された部分スキャンの条件は、ユーザインターフェース（ＵＩ）８から制御部９に
出力され、設定条件記憶部９２に記憶される。また、操作者は操作部８２を用いることで
、部分スキャンの開始を指示することができる。操作部８２を用いて部分スキャンの開始
が指示されると、その指示に対応する信号がユーザインターフェース（ＵＩ）８から制御
部９に出力される。スキャン制御部９１はその開始指示に従って、部分スキャンを送受信
部３に実行させる。
【００７５】
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　制御部９は、スキャン制御部９１と設定条件記憶部９２とを備えている。スキャン制御
部９１は、上述したように、設定条件記憶部９２に記憶されているスキャン条件に従って
送受信部３による超音波の送受信を制御する。この実施形態では、スキャン制御部９１は
、部分スキャンに関する条件に従って、送受信部３に所望のサブボリュームを継続的に走
査させる。設定条件記憶部９２には、上述したように、サブボリュームの範囲を示す座標
情報などを含むスキャン条件が記憶されている。
【００７６】
　なお、超音波プローブ２と、送受信部３と、スキャン制御部９１とによって、この発明
の「スキャン手段」の１例を構成する。
【００７７】
　なお、画像処理部６は、図示しないＣＰＵと、ＲＯＭ、ＲＡＭなどの記憶装置を備えて
構成されている。記憶装置には、画像処理部６の機能を実行するための画像処理プログラ
ムが記憶されている。この画像処理プログラムには、データ取得部６１の機能を実行する
ためのデータ取得プログラム、データ結合部６２の機能を実行するためのデータ結合プロ
グラム、及び、画像生成部６３の機能を実行するための画像生成プログラムが含まれてい
る。そして、ＣＰＵがデータ取得プログラムを実行することにより、記憶部５からボリュ
ームデータを読み込み、ＣＰＵがデータ結合プログラムを実行することで、複数のボリュ
ームデータを結合し、ＣＰＵが画像生成プログラムを実行することで、３次元画像データ
やＭＰＲ画像データを生成する。
【００７８】
　また、表示制御部７は、図示しないＣＰＵと、ＲＯＭ、ＲＡＭなどの記憶装置を備えて
いる。記憶装置には、表示制御部７の機能を実行するための表示制御プログラムが記憶さ
れている。ＣＰＵが表示制御プログラムを実行することにより、画像生成部６３にて生成
された３次元画像などの超音波画像を表示部８１に表示させる。
【００７９】
　また、制御部９は、図示しないＣＰＵと、ＲＯＭ、ＲＡＭなどの記憶装置を備えている
。記憶装置には、制御部９の機能を実行するための制御プログラムが記憶されている。Ｃ
ＰＵが制御プログラムを実行することにより、送受信部３による走査を制御する。
【００８０】
　なお、画像処理部６の機能を実行するための画像処理プログラムと、制御部９の機能を
実行するための制御プログラムと、表示制御部７の機能を実行するための表示制御プログ
ラムとによって、この発明の「超音波画像取得プログラム」の１例を構成する。
【００８１】
　以上のように、全体の走査領域Ｓを複数のサブボリュームに分けて、１心拍ごとに各サ
ブボリュームを走査する場合において、所望のサブボリュームを継続的に走査することで
、複数の心拍を待たずに、所望のサブボリュームにおける画像データを更新することが可
能となる。このように、所望のサブボリュームにおける画像についてはフレームレートが
速くなるため、所望のサブボリュームにおける画像をリアルタイムに更新することが可能
となる。これにより、全体の走査領域Ｓを表す画像を表示部８１に表示しながら、所望の
サブボリュームにおける画像をリアルタイムに更新して表示することが可能となる。換言
すると、所望のサブボリュームにおける画像のリアルタイム性を損なわずに、全体の走査
領域Ｓを表す画像を生成することが可能となる。これにより、走査領域Ｓに含まれる組織
の全体像を観察しながら、所望の領域に含まれる組織の動きを観察することが可能となる
。例えば、診察の対象となる部位を含むサブボリュームを部分スキャンの対象に指定する
ことで、その部位の画像をリアルタイムに取得することが可能となり、診断の正確性の向
上を図ることが可能となる。
【００８２】
（従来技術との比較）
　ここで、図７を参照して、この実施形態に係る超音波診断装置１と従来技術に係る超音
波診断装置とを比較する。図７は、従来技術に係る超音波診断装置において、各心拍にお
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ける走査対象のサブボリュームと、結合するデータとを説明するための表である。
【００８３】
　例えば、サブボリュームＢに注目する。従来技術においては、図７に示すように、サブ
ボリュームＢは第２心拍で走査されて、ボリュームデータＢ１～Ｂ４が取得される。その
後、サブボリュームＢは第６心拍で走査されて、ボリュームデータＢ５～Ｂ８が取得され
る。その後、サブボリュームＢは第１０心拍で走査されて、ボリュームデータＢ９～Ｂ１
２が取得される。このように、従来技術においては、同じサブボリュームＢを次に走査し
始めるまで、４心拍分の時間を待つ必要があった。換言すると、従来技術においては、４
心拍の間隔をおいて、各サブボリュームを繰り返し走査していた。
【００８４】
　一方、この実施形態に係る超音波診断装置１によると、図４に示すように、部分スキャ
ンが実行される第５心拍から第９心拍においては、サブボリュームＢは継続して走査され
る。換言すると、時間を空けずに、サブボリュームＢを継続して走査する。
【００８５】
　以上のように、従来技術においては、４心拍ごとに同じサブボリュームが走査されるた
め、その分、各サブボリュームにおける画像のリアルタイム性が損なわれる。一方、この
実施形態においては、所望のサブボリュームについては時間を空けずに継続して走査を行
うため、リアルタイム性を損なわずに、所望のサブボリュームにおける画像を取得するこ
とが可能となる。このように、この実施形態に係る超音波診断装置１によると、全体の走
査領域Ｓを表す画像を取得して表示しつつ、所望の領域を表す画像をリアルタイムに取得
して表示を更新することが可能となる。
【００８６】
（変形例）
　次に、変形例について図５を参照して説明する。図５は、変形例において、各心拍にお
ける走査対象のサブボリュームと、結合するデータとを説明するための表である。
【００８７】
　変形例に係る超音波診断装置１は、部分スキャンが実行されている最中に、全体の走査
領域Ｓに対する走査の指示が与えられると、部分スキャンを中止して、全体の走査領域Ｓ
を走査する。そして、全体の走査領域Ｓを走査した後、超音波診断装置１は、再び、部分
スキャンを実行する。部分スキャンが実行されている最中に、全体の走査領域Ｓを走査す
るスキャンを、以下、「リフレッシュスキャン」と称する場合がある。
【００８８】
　操作者は操作部８２を用いてリフレッシュスキャンの指示を与えることができる。操作
部８２を用いてリフレッシュスキャンの指示が与えられると、ユーザインターフェース（
ＵＩ）８からその指示に応じた信号が制御部９に出力される。スキャン制御部９１は、リ
フレッシュスキャンの指示に従って、全体の走査領域Ｓを送受信部３に走査させる。
【００８９】
　例えば、部分スキャンの条件として、サブボリュームＢを部分スキャンの対象とし、部
分スキャンの継続時間を５心拍とする。例えば図５に示すように、送受信部３はスキャン
制御部９１の制御の下、操作者による部分スキャンの開始指示に応じて、５心拍目からサ
ブボリュームＢを継続的にスキャンする。そして、スキャン制御部９１は、走査対象のサ
ブボリュームを変えずに、同じサブボリュームＢを送受信部３に走査させる。
【００９０】
　そして、操作者が操作部８２を用いてリフレッシュスキャンの指示を与えると、スキャ
ン制御部９１はユーザインターフェース（ＵＩ）８からその指示を受けて、全体の走査領
域Ｓを送受信部３に走査させる。例えば、図５に示すように、第７心拍目でリフレッシュ
スキャンの指示が与えられると、送受信部３はスキャン制御部９１の制御の下、第７心拍
でサブボリュームＡを４回走査し、第８心拍でサブボリュームＢを４回走査し、第９心拍
でサブボリュームＣを４回走査し、第１０心拍でサブボリュームＤを４回走査することで
、各サブボリュームにおける複数の受信信号を取得する。このように、リフレッシュスキ
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ャンの指示が与えられると、送受信部３は、１心拍ごとに各サブボリュームを走査する。
【００９１】
　そして、データ結合部６２は、各サブボリュームについて、直近の心拍において取得さ
れたボリュームデータを結合し、画像生成部６３は、結合されたボリュームデータに基づ
いて全体の走査領域Ｓを表す３次元画像データを生成し、表示制御部７は各３次元画像を
表示部８１に表示させる。例えば、第１０心拍の時相ｔ０～時相ｔ１において、データ結
合部６２は、リフレッシュスキャンによって取得されたボリュームデータＡ５、Ｂ１３、
Ｃ５及びＤ５を結合する。画像生成部６３は、その結合されたボリュームデータに基づい
て、時相ｔ０～時相ｔ１における全体の走査領域Ｓを表す３次元画像データを生成する。
【００９２】
　リフレッシュスキャンが終了すると、スキャン制御部９１は、部分スキャンの対象であ
るサブボリュームＢを送受信部３に継続して走査させる。例えば、送受信部３はスキャン
制御部９１の制御の下、第１１心拍目から部分スキャンを再開して、サブボリュームＢを
継続して走査する。そして、データ結合部６２は、サブボリュームＢにおけるボリューム
データを更新し、サブボリュームＢ以外のサブボリュームＡ、Ｃ及びＤにおけるボリュー
ムデータについては、リフレッシュスキャンで取得されたボリュームデータを用いて、同
じ時相に取得されたボリュームデータを結合する。画像生成部６３は、結合されたボリュ
ームデータに基づいて全体の走査領域Ｓを表す３次元画像データを生成する。例えば、第
１１心拍の時相ｔ０～時相ｔ１において、データ結合部６２は、リフレッシュスキャンで
取得されたボリュームデータＡ５、Ｃ５及びＤ５と、新たな部分スキャンによって取得さ
れたボリュームデータＢ１７とを結合する。画像生成部６３は、結合されたボリュームデ
ータに基づいて、時相ｔ０～時相ｔ１における全体の走査領域Ｓを表す３次元画像データ
を生成する。
【００９３】
　各心拍における時間の長さは心拍ごとに変わるため、部分スキャンを継続して実行する
と、部分スキャンの対象となっているサブボリュームにおけるボリュームデータと、部分
スキャンの対象外のサブボリュームにおけるボリュームデータとの間で、取得された時相
のずれが生じるおそれがある。部分スキャンの時間が長いほど、そのずれは大きくなるお
それがある。
【００９４】
　そこで、この変形例においては、部分スキャンが実行されている最中に、全体の走査領
域Ｓを走査することで、部分スキャンの対象となっているサブボリュームにおけるボリュ
ームデータと、部分スキャンの対象外のサブボリュームにおけるボリュームデータとの間
での時相のずれの解消を図ることが可能となる。これにより、時相のずれに起因する画質
の劣化を防止することが可能となる。
【００９５】
（動作）
　次に、この実施形態に係る超音波診断装置１による一連の動作について図６を参照して
説明する。図６は、この発明の実施形態に係る超音波診断装置による一連の動作を示すフ
ローチャートである。
【００９６】
（ステップＳ０１）
　まず、操作者は操作部８２を用いて、部分スキャンの条件を含むスキャン条件を入力す
る。例えば、操作者は操作部８２を用いて、全体の走査領域Ｓのうち部分スキャンの対象
となるサブボリュームや、部分スキャンを継続して実行する時間を入力する。１例として
、操作者は操作部８２を用いて、図２に示すサブボリュームＢを部分スキャンの対象とし
て指定し、部分スキャンの継続時間として５心拍を入力する。部分スキャンの条件を含む
スキャン条件は、ユーザインターフェース（ＵＩ）８から制御部９に出力され、設定条件
記憶部９２に記憶される。
【００９７】
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（ステップＳ０２）
　そして、操作者は操作部８２を用いてスキャンの開始の指示を与える。
【００９８】
（ステップＳ０３）
　操作部８２を用いてスキャン開始の指示が与えられると、スキャン制御部９１はその指
示を受けて、設定条件記憶部９２に記憶されているスキャン条件に従って、全体の走査領
域ＳをサブボリュームＡ、Ｂ、Ｃ及びＤに分割し、ＥＣＧ信号に基づくトリガ信号に従っ
て１心拍ごとに各サブボリュームを送受信部３に走査させる。例えば図３と図４に示すよ
うに、送受信部３はスキャン制御部９１の制御の下、１心拍ごとにサブボリュームＡ、Ｂ
、Ｃ及びＤをそれぞれ順番に走査する。例えば、送受信部３は、第１のトリガ信号Ｉ１に
応じてサブボリュームＡを４回走査し、サブボリュームＡについて受信信号Ａ１、Ａ２、
Ａ３及びＡ４を順次取得する。以降、送受信部３は、トリガ信号に応じてサブボリューム
Ｂ、Ｃ及びＤを走査し、各サブボリュームにおける受信信号を順次取得していく。そして
、画像処理部６は、異なるサブボリュームにおけるボリュームデータであって、同じ時相
において取得されたボリュームデータ同士を結合し、結合したボリュームデータに基づい
て３次元画像データを生成する。表示制御部７は、３次元画像を順次、表示部８１に表示
させる。
【００９９】
（ステップＳ０４）
　そして、操作者は操作部８２を用いて、所望のタイミングで部分スキャンの開始の指示
を与える。
【０１００】
（ステップＳ０５）
　操作部８２によって部分スキャン開始の指示が与えられると、その指示に応じた信号が
ユーザインターフェース（ＵＩ）８から制御部９に出力される。そして、スキャン制御部
９１は、設定条件記憶部９２に記憶されているスキャン条件に従って、部分スキャンの対
象であるサブボリュームＢを送受信部３に継続的に走査させる。例えば図４に示すように
、送受信部３は、第５心拍から第９心拍の間でサブボリュームＢを継続して走査すること
で、受信信号Ｂ５～Ｂ２４を取得する。そして、画像処理部６は、順次、サブボリューム
Ｂのボリュームデータを更新して、同じ時相に取得されたボリュームデータを結合するこ
とで全体の走査領域Ｓを表すボリュームデータを生成し、走査領域Ｓの３次元画像データ
を生成する。表示制御部７は、３次元画像を順次、表示部８１に表示させる。以降、サブ
ボリュームＢについて新たなボリュームデータが取得されると、画像処理部６は、サブボ
リュームＢのボリュームデータを更新して、走査領域Ｓの３次元画像データを生成する。
【０１０１】
（ステップＳ０６、ステップＳ０７）
　そして、部分スキャンを実行している最中に、操作者が操作部８２を用いてリフレッシ
ュスキャンの指示を与えると（ステップＳ０６、Ｙｅｓ）、スキャン制御部９１は部分ス
キャンを中止して、全体の走査領域Ｓを送受信部３に走査させる。すなわち、送受信部３
はスキャン制御部９１の制御の下、１心拍ごとに、サブボリュームＡ、Ｂ、Ｃ及びＤを順
番に走査する。例えば図５に示すように、第７心拍目でリフレッシュスキャンの指示が与
えられると、送受信部３は第７心拍から第１０心拍の間で、１心拍ごとにサブボリューム
Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤを順番に走査する。画像処理部６は、新たに取得されたボリュームデー
タに基づいて全体の走査領域Ｓを表す３次元画像データを生成する。そして、１心拍ごと
に各サブボリュームを走査した後、スキャン制御部９１は、部分スキャンの対象であるサ
ブボリュームＢを送受信部３に継続して走査させる。
【０１０２】
（ステップＳ０８、ステップＳ０９）
　そして、設定された時間が経過するまで、スキャン制御部９１は、部分スキャンの対象
であるサブボリュームＢを送受信部３に継続して走査させる（ステップＳ０８；Ｎｏ、ス
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テップＳ０５）。そして、設定された時間が経過すると（ステップＳ０８、Ｙｅｓ）、ス
キャン制御部９１は部分スキャンを中止し、以降、サブボリュームＡ、Ｂ、Ｃ及びＤを送
受信部３に順番に走査させる。例えば図４に示すように、リフレッシュスキャンの指示が
与えられなかった場合において、部分スキャンの開始から５心拍が経過すると、スキャン
制御部９１は部分スキャンの条件に従って部分スキャンを中止し、サブボリュームＡ、Ｂ
、Ｃ及びＤを送受信部３に順番に走査させる。例えば図４に示すように、第１０心拍以降
においては、スキャン制御部９１は、サブボリュームＡ、Ｂ、Ｃ及びＤを送受信部３に順
番に走査させる。そして、画像処理部６は、各サブボリュームについて直近の心拍におい
て取得されたボリュームデータを用いて、同じ時相に取得されたボリュームデータを結合
し、各時相における３次元画像データを生成する。表示制御部７は、３次元画像を順次、
表示部８１に表示させる。
【０１０３】
　以上のように、所望のサブボリュームを継続的に走査することで、複数の心拍を待たず
に、所望のサブボリュームにおける画像データを更新することが可能となる。その結果、
所望のサブボリュームにおける画像をリアルタイムに更新することが可能となる。また、
リフレッシュスキャンを実行することで、部分スキャンの対象となっているサブボリュー
ムにおけるボリュームデータと、部分スキャンの対象外のサブボリュームにおけるボリュ
ームデータとの間での時相のずれの解消を図ることが可能となる。
【０１０４】
　なお、この実施形態においては、画像処理部６が、互いに異なるサブボリュームを走査
することで取得されたボリュームデータであって、同じ時相に取得されたボリュームデー
タを結合し、結合したボリュームデータにボリュームレンダリングを施すことで、全体の
走査領域Ｓを表す３次元画像データを生成する。そして、表示制御部７は、全体の走査領
域Ｓを表す３次元画像データに基づく３次元画像を表示部８１に表示させる。この結合方
法は１例であり、ボリュームデータを結合せずに、ボリュームレンダリングによって生成
された３次元画像データを結合しても良い。
【０１０５】
　例えば、画像処理部６が、各サブボリュームにおけるボリュームデータにボリュームレ
ンダリングを施すことで、各サブボリュームを表す３次元画像データを生成する。そして
、画像処理部６は、互いに異なるサブボリュームにおける３次元画像データであって、同
じ時相に取得された３次元画像データを結合することで、全体の走査領域Ｓを表す３次元
画像データを生成する。そして、表示制御部７は、全体の走査領域Ｓを表す３次元画像デ
ータに基づく３次元画像を表示部８１に表示させる。
【０１０６】
　そして、画像処理部６は、サブボリュームにおけるボリュームデータが新たに取得され
ると、そのサブボリュームにおけるボリュームデータに基づいて、そのサブボリュームに
おける３次元画像データを生成する。そして、画像処理部６は、そのサブボリュームにお
ける３次元画像データと、既に生成されている他のサブボリュームにおける３次元画像デ
ータとを結合することで、全体の走査領域Ｓを表す３次元画像データを生成する。
【０１０７】
　例えば図４に示す第１心拍においては、画像処理部６は、サブボリュームＡにおけるボ
リュームデータＡ１、Ａ２、Ａ３及びＡ４のそれぞれに基づいて、各時相における３次元
画像データＡ１、Ａ２、Ａ３及びＡ４をそれぞれ生成する。そして、第２心拍においては
、画像処理部６は、サブボリュームＢにおけるボリュームデータＢ１、Ｂ２、Ｂ３及びＢ
４のそれぞれに基づいて、各時相における３次元画像データＢ１、Ｂ２、Ｂ３及びＢ４を
それぞれ生成する。画像処理部６は、サブボリュームＡとサブボリュームＢとについて、
同じ時相に取得された３次元画像データを結合する。例えば、画像処理部６は、既に生成
されている３次元画像データＡ１と新たに生成された３次元画像データＢ１とを結合し、
表示制御部７は、結合された３次元画像データに基づく３次元画像を表示部８１に表示さ
せる。同様に、画像処理部６は、３次元画像データＡ２と３次元画像データＢ２を結合し
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、表示制御部７は、表示部８１に表示されている画像を更新して、結合された３次元画像
データに基づく３次元画像を表示部８１に表示させる。以降、画像処理部６は、同じ時相
における３次元画像データを結合し、表示制御部７は、表示部８１に表示されている画像
を更新して、新たに結合された３次元画像を表示部８１に表示させる。
【０１０８】
　そして、部分スキャンが行なわれる第５心拍においては、画像処理部６は、サブボリュ
ームＢにおけるボリュームデータＢ５、Ｂ６、Ｂ７及びＢ８のそれぞれに基づいて、各時
相における３次元画像データＢ５、Ｂ６、Ｂ７及びＢ８をそれぞれ生成する。そして、画
像処理部６は、同じ時相に取得された３次元画像データＡ１、Ｂ５、Ｃ１及びＤ１を結合
することで、全体の走査領域Ｓを表す３次元画像データを生成する。すなわち、画像処理
部６は、同じ時相に取得された３次元画像データであって、既に生成されている３次元画
像データＡ１、Ｃ１及びＤ１と、新たに生成された３次元画像データＢ５とを結合し、全
体の走査領域Ｓを表す３次元画像データを生成する。表示制御部７は、全体の走査領域Ｓ
を表す３次元画像データに基づく３次元画像を表示部８１に表示させる。同様に、画像処
理部６は、同じ時相に取得された３次元画像データＡ２、Ｂ６、Ｃ２及びＤ２を結合し、
表示制御部７は、表示部８１に表示されている３次元画像を更新して、新たに結合された
３次元画像データに基づく３次元画像を表示部８１に表示させる。
【０１０９】
　第６心拍以降においても同様に、画像処理部６は、サブボリュームＢにおけるボリュー
ムデータが新たに取得されると、そのボリュームデータに基づいて３次元画像データを生
成する。そして、画像処理部６は、新たに生成されたサブボリュームＢにおける３次元画
像データと、既に生成されているサブボリュームＡ、Ｃ及びＤにおける３次元画像データ
とを結合することで、全体の走査領域Ｓを表す３次元画像データを生成する。そして、表
示制御部７は、表示部８１に表示されている３次元画像を更新して、新たに結合された３
次元画像データに基づく３次元画像を表示部８１に表示させる。
【０１１０】
　また、表示制御部７が、各サブボリュームにおける３次元画像を繋ぎ合わせて表示部８
１に表示させても良い。すなわち、表示制御部７は、互いに異なるサブボリュームにおけ
る３次元画像であって、同じ時相に取得された３次元画像を繋ぎ合わせて表示部８１に表
示させる。そして、表示制御部７は、サブボリュームにおける３次元画像データが新たに
生成されると、新たに生成された３次元画像と、既に生成されている他のサブボリューム
における３次元画像とを繋ぎ合わせて表示部８１に表示させる。
【０１１１】
　例えば、図４に示す第１心拍において、表示制御部７は、３次元画像Ａ１、Ａ２、Ａ３
及びＡ４を順番に表示部８１に表示させる。第２心拍においては、表示制御部７は、サブ
ボリュームＡとサブボリュームＢとについて、同じ時相に取得された３次元画像を繋ぎ合
わせて表示部８１に表示させる。例えば、表示制御部７は、既に生成されている３次元画
像Ａ１と、新たに生成された３次元画像Ｂ１とを繋ぎ合わせて表示部８１に表示させる。
同様に、表示制御部７は、３次元画像Ａ２と３次元画像Ｂ２とを繋ぎ合わせ、表示部８１
に表示されている画像を更新して、新たに繋ぎ合わせた３次元画像を表示部８１に表示さ
せる。以降、表示制御部７は、同じ時相における３次元画像を繋ぎ合わせて表示部８１に
表示させる。
【０１１２】
　そして、部分スキャンが行なわれる第５心拍においては、表示制御部７は、同じ時相に
取得された３次元画像Ａ１、Ｂ５、Ｃ１及びＤ１を繋ぎ合わせることで、全体の走査領域
Ｓを表す３次元画像を表示部８１に表示させる。すなわち、表示制御部７は、同じ時相に
取得された３次元画像であって、既に生成されている３次元画像Ａ１、Ｃ１、及びＤ１と
、新たに生成された３次元画像Ｂ５とを繋ぎ合わせて表示部８１に表示させる。同様に、
表示制御部７は、同じ時相に取得された３次元画像Ａ２、Ｂ６、Ｃ１及びＤ１を繋ぎ合わ
せ、表示部８１に表示されている３次元画像を更新して、新たに繋ぎ合わせた３次元画像
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【０１１３】
　第６心拍以降においても同様に、表示制御部７は、サブボリュームＢにおける３次元画
像データが新たに生成されると、新たに生成されたサブボリュームＢにおける３次元画像
と、既に生成されたサブボリュームＡ、Ｃ及びＤにおける３次元画像とを繋ぎ合わせるこ
とで、全体の走査領域Ｓを表す３次元画像を表示部８１に表示させる。そして、表示制御
部７は、既に生成されている３次元画像と、新たに生成された３次元画像とを繋ぎ合わせ
て、順次、表示部８１に表示させる。
【図面の簡単な説明】
【０１１４】
【図１】この発明の実施形態に係る超音波診断装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】分割された走査領域を説明するための模式図である。
【図３】トリガ信号に応じて各時相において取得されたデータと、そのデータの結合とを
説明するための模式図である。
【図４】各心拍における走査対象のサブボリュームと、結合するデータとを説明するため
の表である。
【図５】変形例において、各心拍における走査対象のサブボリュームと、結合するデータ
とを説明するための表である。
【図６】この発明の実施形態に係る超音波診断装置による一連の動作を示すフローチャー
トである。
【図７】従来技術に係る超音波診断装置において、各心拍における走査対象のサブボリュ
ームと、結合するデータとを説明するための表である。
【符号の説明】
【０１１５】
　１　超音波診断装置
　２　超音波プローブ
　３　送受信部
　４　信号処理部
　５　記憶部
　６　画像処理部
　７　表示制御部
　８　ユーザインターフェース（ＵＩ）
　９　制御部
　１０　トリガ信号生成部
　６１　データ取得部
　６２　データ結合部
　６３　画像生成部
　９１　スキャン制御部
　９２　設定条件記憶部
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摘要(译)

要解决的问题：提供能够改善指示包括在扫描区域中的期望区域的图像
数据的实时特性的超声诊断设备，同时生成指示整个扫描区域的图像数
据。解决方案：发送/接收部分3通过在扫描控制的控制下每次接收触发
信号时通过超声波扫描不同的子体积来获取两个或更多个数据，其中每
个子体积的采集时间相位不同。部分91，在接收到所需子体积的扫描指
令的情况下，通过连续扫描所需的子体积，分别获取两个或多个数据，
对于所需的子体积，采集的时间相位不同。图像处理部分6连接在相同相
位中获取的各个子体积中的数据，其是通过扫描相互不同的子体积而获
取的数据，并且基于连接的数据生成超声波图像数据。 Ž
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